
令和３年度 ５歳児 「お店屋さんごっこ」 
（令和３年度実践前修正箇所を斜体、   

実践後修正箇所を囲み文字にて示す。） 

１．期間    10月～11月 

 

２．設定の理由 

 ３歳や４歳のときに、５歳児に「お店屋さんごっこ」に招待してもらい、５歳児が作ったもの

を見て、すごいと思ったり、気に入ったものを買うことを楽しんだりした。そして、４歳のとき

には、「さくら組になったらドレス屋さんをする、剣屋さんをする」としたいお店を決めて楽しみ

にしている子どももいた。 

 ５歳になると、好きな遊びの中で「スーパー」「バイク屋さん」などをして年下の友達を数人招

待することを喜んだり、「お店屋さんごっこ」をいつから始めるのか心待ちにしていたりする子ど

もがいる。そこで、学年全員で数人の友達と一緒にお店屋さんを開き、３歳・４歳児を招待する

「お店屋さんごっこ」を設定する。 

運動会の頃から、あんな遊びがしたい、できるようになりたいと自分なりに目的をもって遊ぶ

ようになり、自分が目指していることに対してあきらめずに取り組み、できた喜びを味わえるよ

うになっている。友達関係では、５、６人の友達と自分たちでルールやチームを決めて遊び、そ

の中で困ったことが起きても、リーダー的な子どもを中心に話し合いをして自分たちで解決をし

ようとしている。４歳児に対しても、一緒にリレーや鬼ごっこをする中で幼さを認めつつ、４歳
児が分かるように考えて教えてあげたり、困っているときには助けてあげたりするなど、教えて
あげたい、助けてあげたいという気持ちのあるかかわりが見られるようになってきている。また、

園庭に落ちている木の葉やどんぐり、枯れ枝等の自然物にも興味をもち、それらを自分の作りた

い物やイメージに近づくように身近にある材料と組み合わせて工夫しながら遊びに必要なものや

美しい飾りものを作ることを楽しんでいる。 

 「お店屋さんごっこ」では、商品作りにおいて、身近な物を作るので、イメージをもちやすく

意欲をもって取り組めると考える。そして、友達と共通の目的に向かって遊びを進めていくこと

は、みんなで一緒にできたという満足感を味わえると考える。数人の友達と一緒にお店屋さんを

することで、話し合いをし、友達と折り合いをつけながら何かを決めて、ものごとを進める経験

ができると考える。また、ごっこ遊びを通してお客さんを思いやったり気遣ったりする姿も期待

できる。 

 このような活動を通して、共通の目的に向かう過程で、様々な感情を味わいながらあきらめず

にやり遂げる満足感を味わってほしい。自分の気持ちを大事にすると共に、他の友達の置かれて

いる状況も考え、みんなでものごとをすすめていこうとする姿を育てていきたい。また、様々な

材料や道具を使って自分のイメージにより近付くように工夫する面白さを味わってほしい。その

他、３歳、４歳児が楽しめるように、困らないように考えたり気遣ったりする思いやりをもって

ほしい。実際に近隣の商店街「魚の棚」や商業施設に出かけて見学することで、身近な町の店の

雰囲気や働いている人の様子に興味をもつことも願っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．ねらい 

① 自分のしたいお店を決め、作りたい商品やお店に必要なものを考えて作り、

可愛いお店にしたい、お客さんにいっぱい来てもらいたい、年少・年中児

を喜ばせたいなどと目標をもち、そのためにどうすればよいか考え続け、

何度も試したりやり遂げたりしようとする。 

自ら決める・選ぶ 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

② 作りたいと思っているものができたり、前よりも素敵な品物やお店になっ

てきたことを感じたり、自分たちのしたいお店を作りきったり、自分達の

お店にたくさんのお客さんが来てくれたり、自分たちが作った商品が売れ

たり、準備したもので喜んでくれたりしたことに満足する。 

自分に満足する 

実行し、結果をもとに

判断を下す 

③ グループの友達の気持ちを聞いたり周りの状況を感じたりして、自分も友

達も納得できるよりよい方向に向けて自分の気持ちに折り合いをつけよう

とする。 

気持ちをコントロー

ルする 

④ 自分がした方がよいと思うことを、責任をもってしようとしたり、自分の

したことを振り返り、よいと思うことを考えてしようとしたりする。 

よりよい自分に向か

う 

自分を客観的に把握

する 

⑤ グループの友達と一緒に力を合わせて準備をしたり、困ったときに助けて

もらったりする嬉しさを感じて、一緒にお店屋さんごっこをする友達がい

る嬉しさを感じる。 

他者といる喜びを感

じる 

⑥ 友達と一緒にお店屋さんごっこの準備をする中で、今まで知らなかった個

性に気付く。 

他者のことを知る 

⑦ グループの友達に自分の気持ちや考えを分かるように言葉を考えて伝えよ

うとしたり、受け入れてもらえるように相手のことを考えた言い方で伝え

ようとしたりする。 

自分のことを伝える 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

⑧ 困っている友達の姿を見たり話を聞いたりして、どうしたらいいのか一緒

に考えたり、教えてあげたり、手伝ってあげたりしようとする。 

他者のことを考えて

行動する 

⑨ 招待する年少・年中児が分かりやすいよう、楽しめるように、表示や陳列

をしたり言葉や話し方などを考えてかかわろうとしたりする。 

他者のことを考えて

行動する 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

⑩ グループの友達と自分たちが実現したいお店にするために、必要な商品や

道具、役割を考えて自分ができることをしようとしたり、作る商品やお店

の中での役割分担、お店屋さんごっこの進め方、みんなでお店屋さんごっ

こをするために必要な決めごとなどについて、みんなが納得するように話

し合ったり、試して振り返ったりして決め、決めたことを守ったり自分の

責任を果たしたり、見通しをもって進めたりする。 

人とものごとをすす

める 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

実行し、結果をもとに

判断を下す 

⑪ 自分たちが実現したいお店に必要な商品やものなどを考え、そのイメージ

に合わせて、大きさや形、色を考えたり、素材の特徴をいかして選んだり、

組み合わせたり、友達の考えをとり入れたり材料からイメージを膨らませ

たりしながら、作ることを楽しむ。 

造形に表す 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

⑫ 店員になりきって接客や呼び込みをすることを楽しむ。 身体の動きに表す 

⑬ お店をよりよくしたり本物らしくしたりするために、道具や飾り、看板、

値札、ＢＧＭなど必要なものを考えて準備しようとする。 

演出に表す 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

⑭ 自分たちが使いやすく、お客さんが買いやすくするために、店内のレイア

ウトや商品の並べ方、商品の説明書きなどを考えて準備したり、作業しや

すいように、場を整えたり、物の置き場を決めたりする。 

住空間を整える 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

⑮ 商品や必要なものを作る中で、道具や素材の特性をいかして使ったり、用

途に合わせて使い分けたり、道具や素材が傷んだり使えなくなったりしな

いように丁寧に扱おうとしたりする。 

道具をあやつる 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

⑯ 品物とお金を交換したり、お釣りやレシートを渡したりして、売り買いを 財を活用する 



することを楽しむ。 

⑰ 魚の棚やアスピア、ピオレに行き、お店屋さんの商品やその並べ方、値段

の知らせ方、使っているもの、呼びかけ方、話し方、服装などお店屋さん

のしている工夫や必要な物などに興味をもって見たり聞いたりする。 

施設や働く人とつな

がりをもつ 

⑱ まだ使えるかどうか考え、使えるものを取っておこうとしたり、無駄にな

らない使い方を考えて、大切に使おうとしたりする。 

資源の活用をみつめ

る 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

＊そのほか、お店によって、または、場面によってはもつねらいを以下にあげる。 

 ○お店のお知らせをする際に、招待する年少・年中児が分かりやすいように、

何をどんな順序で言うといいか考えて、言葉を決めようとする。 

文章の構成を整える 

問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

 ○知らせたいことを伝えるために、看板や地図、ＰＯＰ広告に描いて知らせ

ようとする。 

道具をあやつる 
問題を認識する 

豊かに発想し、追求の

手立てを構想する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お店屋さんごっこに気持ちが向く 

Ａ【「お店屋さんごっこ」について話をする】 
・自分たちがしてもらったお店屋さんごっこのことを思い出して、話す 

・自分のしたいお店屋さんを決める 

・お店屋さんごっこで大切にすることを聞く 

・仲間が５人以上（６人程度）になるようなお店になるように一緒にできるお店を考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お店屋さんごっこに向けて必要なこと（日、場所、準備する時間など）を聞く 

・自分たちのお店屋さんの計画（作る商品やお店に取り入れたいこと、必要な材料や道具など）をグループの友達と相談

したり、書き留めたりする話し合う 

・グループの友達と話し合ったことを紙に書いておく 

 

Ｂ【魚の棚やアスピア、ピオレにお店を見に行く】※R3は作り始めての見学 
・お店屋さんで見てくること（お店の種類、お店の人の服やもっている物、お店にある物、商品の並べ方、値

段の知らせ方、呼びかけ方、話し方 など）を考えたり、聞いたりする 

・魚の棚やアスピア、ピオレのお店やお店で働く人を見る 

・見つけたことを話す 

・見つけたことを聞く 

作りたい商品を決め、考えたり試したり友達と相談したりして作る 

Ｃ【商品や必要なものを作る】 
・商品やお金、お店屋さんの道具など作りたいものや必要なものを作る 

・友達の考えを聞く 

・友達の作ったものを見る 

・グループの友達と考えを伝え合う 

・グループの友達と作ったものを見せ合う 

・困っていることを友達に伝える 

・困っている友達を手伝ったり教えたりする 

・友達の考えや作ったものをほめる 

・グループの友達と一緒に商品や必要なものを作る 

・お店屋さんごっこをするために、準備できる日数を意識し、お店屋さんの準備の仕方を友達と話し合って決める 

・思いついたお店のアイディアを話し合う 

・必要な物を作るために必要な材料や道具を集めたり探したりする 

・商品やお金、お店屋さんの道具などを自分なりのイメージで作る 

・友達の作っているものからヒントをもらったり、新しい素材を取り入れたりして作る 

・道具や素材の特性をいかし、用途に合わせて使い分けて作る 

・道具や素材を丁寧に扱ったり片付けたりする 

・まだ使えるものは戻したり、無駄にならない使い方をしたりする 

本物らしくお店を作る 

Ｄ【開店準備やプレオープンをする】 
・自分たちが実現したいお店や年少・年中児のことを考えて、遊戯室にお店をどう配置したらよいか、必要な役割や

かかわり方、商品の並べ方、準備することなどを相談する 

・お店に必要な物を遊戯室に運んだり、商品を並べたりする 

・商品の値段を決めたり、お客さんに分かるような表示をしたりする 

・年長同士でプレオープンをし、考えていたことを試したり、必要なことに気付いたりする 

・年少・年中児にお店屋さんごっこをすること、場所、時間、持ち物などを知らせる 

お店屋さんに 

なりきる 
Ｅ【開店する】 
・年少・年中児を呼び込む 

・お店に来てくれた年少・年中児と話す 

・困っている年少・年中児を助ける 

・いろいろな言葉を使ってお客さんを呼び込む 

・お店屋さんになりきり、会話をしながら商品を売る 

・使ったものを元の場所に片付けたり、まだ使えるものを戻したりする 



 

Ａ【「お店屋さんごっこ」について話をする】 

予想される 

子どもの活動 

ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・自分たちがしてもらっ

たお店屋さんごっこ

のことを思い出して、

話す 

・自分のしたいお店屋さ

んを決める 

 

 

・お店屋さんごっこで大

切にしたいことを考

え話す 

 

 

 

 

・仲間が５人以上（６人
程度）おりみんなが力

を合わせていけるお

店になるように仲間

にできるお店を考え

る 

 

○自分のしたいお店を

決め、友達と一緒に、

お店屋さんごっこを

することに向かって

意欲をもつ。① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎お店屋さんごっこがしたいという気持ちが

もてるように、自分たちがしてもらった経

験について話をする場をつくり、楽しかっ

た気持ちに共感し、やりたいという気持ち

を盛り上げる。 

◎自分がしたいお店を考えて決められるよう

に、どんなお店があるか様々に出し合った

後に個別にしたいお店を聞く。 

◎グループの友達とお店屋さんごっこに向け

て力を合わせて全員が納得しながら取り組

んでいけるように、大切にしていきたいこ

とを子どもの思いを尋ね引き出しながら一

緒に考え、「ともだちとちからをあわせて」

「みんながうれしい」を子どもたちの思い

と重ねながら共有していく。 

◎みんなが納得して遊びを進めていけるよう

に、どのお店が一緒にできそうか当事者全

てに思いを確かめながらグループを作って

いく。 

◎いろいろな考えを出し合いながら話し合っ

て進められるように、５人以上（６人程度）
のグループになるようにする。 

・お店屋さんごっこに向 

けて必要なこと（日、 

場所、準備する時間な 

ど）を聞く 

 

・自分たちのお店屋さん

の計画（作る商品やお店

に取り入れたいこと、必

要な材料や道具など）を

グループの友達と相談

したり、書き留めたりす

る話し合う 

 

 

 

 

 

 

・お店に取り入れたいこ 

とをグループの友達 

と相談したり、書き留

めたりする 

 

○お店屋さんごっこの
開店の日や場所につ
いて知り、見通しを
もって進めていこう
とする。⑩ 

○作る商品や必要な材

料や道具について、

同じお店の友達とみ

んなが納得するよう

に話し合って決め

る。⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

○自分達のお店に必要

な商品やお店屋さん

らしくするための道

具や飾り、看板など

を考えたりそれらを

つくるために必要な

◎お店屋さんごっこの日までの見通しをも

ち、計画を立てられるように、子どもたち

が必要な情報（日、場所、準備する時間）

をカレンダーを用いて伝える。 

 

◎作る商品や必要な材料や道具について自分

の考えを出し、話し合って決めていけるよ

うに、考えるポイントを意識させたり、一

緒に考えながらみんなの考えを整理したり

する。 

◎必要な商品や材料、道具などを考えられる

ように、みんなでお店屋さんを見て見つけ

たことを出し合ってから、グループで必要

なものを話し合う場をもつ。（その際、お店

見学から保育参加で同行した保護者に、一

緒に見て回ったグループについてもらい、

子どもの気付きを思い出させたり、全員の

考えが出るよう見守ったりしてもらう。） 

◎イメージを膨らませて商品やお店作りに

向かえるように、見てきたことを思い出さ

せたり、どんな材料が必要か考えさせたり

する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループの友達と話し

合ったことを紙に書

いておく 

 

 

材料を考えたりす

る。⑪ 

○お店をよりよくした

り本物らしくしたり

するために、お店見

学でいいと思った道

具や飾り、看板、値

札、ＢＧＭなどを準

備するといいと考え

る。⑬ 

 

 

◎よりお店らしくするためにどんなことが

できそうか考えたり覚えておいたりでき

るように、見て来たことを思い出させた

り、友達の気付きを知らせたりする。 

 

 

 

＊相談したことをグループのみんなで決めた

こととして、いつでも見て確かめながら共

通理解していけるように決めたことを書い

ておく紙を用意しておく。 

＊取り入れたいことを次々に書き留め、自分

が絵や字でかきやすい大きさの物を選んで

かけるように、いろいろな大きさの付箋を

置いておく。 

   

 

Ｂ【魚の棚やアスピア、ピオレにお店を見に行く】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・お店屋さんで見てくる

こと（お店の種類、お

店の人の服やもって

いる物、お店にある

物、商品の並べ方、値

段の知らせ方、呼びか

け方、話し方 など）

を考えたり、聞いたり

する 

・魚の棚やアスピア、ピ

オレのお店やお店で

働く人を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○魚の棚やアスピア、

ピオレに行き、お店

屋さんの商品や商品

の並べ方、値段の知

らせ方、使っている

ものなどお店屋さん

のしている工夫や作

り、必要な物などに

興味をもって見たり

聞いたりする。⑰ 

○呼びかけ方、話し方、

服装など店員さんに

興味をもって見たり

聞いたりする。⑰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎見るポイントを意識できるように、出発の

前に、見てくることを考えさせたり、子ど

もから出てこないことは知らせたりする。 

＊友達の考えていることがよく分かるよう

に、ホワイトボードを用意し、子どもが考

えたことを書いていく。 

◎自分のするお店の商品や商品の並べ方、値

段の知らせ方、使っているもの、お店屋さ

んの工夫や作りを間近で見たり呼びかけ方

や話し方を聞いたりできるよう、下見のと

きに、可能ならばお店に入れてもらえるよ

う交渉しておく。（詳細は直前まで決めがた

いが、下見の日程や見せたいお店の案など、

早めに、ピオレ・アスピアに申し出ると事

務所の方が都合をつけようとしてくださ

る。） 

◎お店屋さんを開く時に必要な物を考えるヒ

ントになるように、何を見せるのか事前に

下見をしておき、お店の商品や商品の並べ

方、値段の知らせ方、使っているものを見

せたり、呼びかけ方、話し方に注目させた

り、子どもが見つけたことを受け止めたり、

周りの子どもにも伝えたりする。 

◎お店のグループに一人、保育参加の保護者

についてもらい、気付かせたいことや見せ

たいものを伝えておき、グループに合った

子ども達の気付きが深まるようにする。 

＊友達の見つけたことがよく分かるように、



 

 

・見付けたことを話す 

・見付けたことを聞く 

ホワイトボードを用意し、仲間分けしなが

らまとめて書いていく。 

◎見付けたことをみんなが知れるように、見

てきて見付けたことをみんなのいる場で出

し合う場をもつ。 

 

Ｃ【商品や必要なものを作る】 

予想される 

子どもの活動 

ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・商品やお金、お店屋さ

んの道具など作りた

いものや必要なもの

を作る 

○作りたいものをあき

らめずに作り上げよ

うとする。① 

 

◎本当にしたいことをやり遂げられるよう

に、くじけそうになっている時には励まし

たり応援したりし、技術的に難しい時には

手を添えたり手伝ったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・友達の考えを聞く 

・友達の作ったものを見

る 

 

 

○作りたいものを作り

上げた満足感を味わ

う。② 

 

 

 

 

○グループの友達の気

持ちを聞いたり周り

の状況を感じたりし

て、自分も友達も納

得できるよりよい方

向に向けて自分の気

持ちに折り合いをつ

けようとする。③ 

○自分がした方がよい

と思うことを、責任

をもってしようとし

たり、自分のしたこ

とを振り返り、よい

と思うことを考えて

しようとしたりす

る。④ 

○グループの友達と一

緒に力を合わせて準

備をしたり、困った

ときに助けてもらっ

たりする嬉しさを感

じて、一緒にお店屋

さんごっこをする友

達がいる嬉しさを感

じる。⑤ 

○友達と一緒にお店屋

さんごっこの準備を

する中で、今まで知

らなかった個性に気

付く。⑥ 

◎自分で作ったものに自信をもてるように、

子どもが考えたり工夫したりしているとこ

ろを感心したり褒めたり、考えて作ったと

ころを聞いて受け止めたりする。 

◎あきらめずにやり遂げた時には、頑張って

よかったという気持ちをもてるように、一

緒に喜んだり褒めたりする。 

◎自分の考えを伝えたり、友達の考えを聞い

て受け入れたりしながら自分の気持ちに折

り合いをつけていけるように、考えを伝え

合わせ、折り合いをつけているのか、我慢

して言えなくなってしまっているだけなの

かを見たり聞いたりして確かめる。 

 

 

◎グループの友達と準備をしているときに勝

手なことをしているときには、自分の行動

を振り返らせ、何をすべきなのか考えさせ

る。 

 

 

 

 

◎作ったものを見せ合ったり、手分けして作
ったり、困ったときに助けてもらったりし

て、一緒に準備をする友達がいることを嬉

しいと思えるように、見せ合うきっかけを

作ったり、助け合う仲間がいて嬉しい気持

ちを受け止めたり、感じている嬉しい気持

ちを声に出して伝えたりする。 

 

 

◎面白いことを考える、細かいところまで考

えて作っているなどそれぞれの個性に気付

いたり、考えを知って認め合ったりできる

ように、それぞれの考えを伝え合わせたり、

作ったものを見せ合わせたりする。 



 

・グループの友達と考え

を伝え合う 

・グループの友達と作っ

たものを見せ合う 

 

 

 

 

 

 

・困っていることを友達

に伝える 

・困っている友達を手伝

ったり教えたりする 

 

 

 

 

○グループの友達に自

分の気持ちや考えを

分かるように言葉を

考えて伝えようとし

たり、受け入れても

らえるように相手の

ことを考えた言い方

で伝えようとしたり

する。⑦ 

 

○困っている友達の姿

を見たり話を聞いた

りして、どうしたら

いいのか一緒に考え

たり、教えてあげた

り、手伝ってあげた

りする。⑧ 

 

◎グループの友達に自分の気持ちや考えを分

かるように伝えられるように、伝える様子

を見守り、相手に分かっていないことを質

問させたり、教師が簡単な言葉で言い換え

て聞いたりする。 

◎相手のことを考えた言い方ができるよう

に、相手のことを考えていない言い方をし

ている時には、言われた友達の表情を見せ

たり気持ちを聞かせたりしてどう思ってい

るのかを知らせ、他の言い方を考えさせる。 

◎困っている友達がいる時には、話を聞いた

り、助けたりしようと思えるように、困っ

ている友達を知らせたり、困っている子ど

もにグループの友達に相談するよう励まし

たりする。 

・グループの友達と一緒

に商品や必要なもの

を作る 

・お店屋さんごっこをす

るために、準備できる

日数を意識し、お店屋

さんの準備の仕方を

友達と話し合って決

める 

・思いついたお店のアイ

ディアを話し合う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループの友達とお

店屋さんごっこをす

るために、必要な商

品や道具、役割を考

えて、自分ができる

ことをしようとした

り、作る商品やお店

の中での役割分担、

お店屋さんごっこの

進め方、みんなでお

店屋さんごっこをす

るために必要な決め

ごとなどについて、

自分の考えを伝えた

り、友達の考えを聞

いたりしながら、み

んなが納得するよう

に、話し合って決め

ようとする。⑩ 

 

 

 

 

 

○みんなでお店屋さん

ごっこをするために

必要な決めごとを決

めて守ったり、自分

の責任を果たした

り、見通しをもって
進めたりする。⑩ 

 

 

◎作る商品や道具、役割分担などについて自

分にできることを考えて準備を進めてい

けるように、自分で必要なことを考えてし

ていることをほめたり、友達のしているこ

とを見させたり、考えていることを伝え合

わせたりする。 

◎一人一人の子どもの考えていることがグル

ープの友達と分かり合えるように、考えて

いることを紹介し合わせる。 

◎役割分担やお店屋さんごっこの進め方、み

んなでお店屋さんごっこをするために必要

な決めごとをグループみんなで話し合って

決めていけるように、考えを伝え合わせた

り、一部の友達で進めようとしているとき

には、グループみんなで話をするよう伝え

たりする。 

◎自分たちがお店屋さんごっこをするための

準備の仕方や出てきた問題を、自分たちで

解決していけるように、意見を出し合った

り、友達の意見について考えたり受け入れ

たりする姿を励ましたりほめたりする。 

◎みんなが納得して決めていけるように、我

慢してしまっている友達がいないか確かめ

る。 

◎自分一人で勝手にしているのではなく、グ

ループみんなで一緒にしていることを意識

できるように、勝手なことをしている子ど

もがいる時には、他の子どもに知らせ、こ

れでいいのか考えさせたり、グループのみ

んなでどうしたらいいか考えて約束を決め

させたりする。 

◎みんなで決めた約束を守っていない時に

は、自分でどうしたらいいのか考えられる



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ように、守らないことで周りの友達が思っ

ていることを聞かせ、自分のしたことを振

り返らせる。 

＊お店屋さんごっこの日までの見通しがもて

るようにカレンダーを用意して掲示してお

く。 

・必要な物を作るために

必要な材料や道具を集

めたり探したりする 

・商品やお金、お店屋さ

んの道具などを自分

なりのイメージで作

る 

・友達の作っているもの

からヒントをもらっ

たり、新しい素材を取

り入れたりして作る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯必要な商品や道具な

どを考え、大きさや

形、色を考えたり、

素材の特徴をいかし

て選んだり、友達の

考えをとり入れたり

材料からイメージを

膨らませたりしなが

ら、作ることを楽し

む。⑪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作業しやすいよう

に、場を整えたり、

物の置き場を決めた

りする。⑭ 

＊子ども達が作りたいものや相談したことを

すぐに始められるように、いろいろな用具、

材料を取り出せるよう用意しておいたり、

子どもから要求があればすぐに出せるよう

にしておいたりする。（画用紙、折り紙、新

聞紙、ボール紙、段ボール、箱、カラービ

ニール袋、布テープ、ビニールテープ、セ

ロテープ、油性ペン、色鉛筆、ひも類、ビ

ーズなど） 

＊魚の棚やアスピア、ピオレで見つけたこと

を思い出して必要なものを作れるように、

見つけてきたことを書いた紙や写真をいつ

でも見られるところに置いておく。 

＊さらに工夫してみたいと思えるように、刺

激となる材料をすぐに出せるよう用意して

おく。 

＊細かいところまで考えたり、作ってみたい

と思ったりするように、お店屋さんごっこ

に刺激となるような本や参考になるような

本をおいておく。 

◎いろいろな材料を組み合わせたり細かいと

ころまで考えたりして作ろうと思えるよう

に、刺激になる商品を作って見せたり考え

て作っている友達の商品を見せたりする。 

◎作りたいものに向けて、考えたり試したり

して作れるように、考えて作っているとこ

ろを具体的に褒めたり、周りに知らせたり

する。（保護者には、商品の出来栄えでは

なく、イメージを豊かに、考えたり試した

り作り替えたりして作る楽しさやその過

程を大切にすることを伝え、支えてもら

う） 

◎材料からイメージ豊かに表現する楽しさ

も感じられるように、思い付きに驚いた

り、表現の面白さを認めたり、工夫をほめ

たりする。 

◎買い物に来てくれる友達が欲しくなるよう

な物を作ろうという気持ちになるように、

丁寧に作られた商品を買う人の嬉しい気持

ちを言葉にして聞かせる。 

◎作ったり品物を置いたりする場を、使いや

すいように整えられるように、自分たちの

することにあった場づくりを一緒に考えた

り、整理しやすいように棚やカゴを用意し



 

・道具や素材の特性をい

かし用途に合わせて

使い分けて作る 

 

 

 

 

 

 

・道具や素材を丁寧に扱

ったり片付けたりす

る 

 

・まだ使えるものは戻し

たり、無駄にならない

使い方をしたりする 

 

○道具や素材の特性を

いかして使ったり、

用途に合わせて使い

分けたりする。⑮ 

 

 

 

 

○道具や素材が傷んだ

り使えなくなったり

しないように丁寧に

扱おうとする。⑮ 

○まだ使えるかどうか

考え、使えるものを

取っておこうとした

り、無駄にならない

使い方を考えて、大 

たり、使いにくい原因を知らせたりする。 

◎作ったものがすぐに壊れてしまわない道具

や素材の使い方を考えられるように、試し

に使ってみて丈夫か確かめさせたり、テー

プの種類や貼り方を考えさせたりする。 

◎用途に合わない使い方をしているときに

は、用途を知らせ、他に使えるものはない

か考えさせたり、したいことに適したもの

を提案したりする。 

◎道具や素材を丁寧に扱おうと思えるよう

に、ボンドや紙粘土は乾いたら思うように

使えなくなることを知らせたり、油性ペン

は取れにくいことを思い出させたりする。 

◎物には限りがあることを感じ、あるものを

大事に最後まで使おうと思えるように、ま

だ使える部分がある端切れを整えて戻す姿

を見せたり、一緒にしたり、他の活用方法

を一緒に考えたり、必要以上に多く使って 

 切に使おうとしたり

する。⑱ 

いる時には、無駄になっていないか尋ねた

り代用できるものや仕方がないか一緒に考

えたりする。 

 

Ｄ【開店準備やプレオープンをする】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・自分たちが実現したい

お店や年少・年中児の

ことを考えて、遊戯室

にお店をどう配置し

たらよいか、必要な役

割やかかわり方、商品

の並べ方、準備するこ

となどを相談する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年少・年中児にお店屋

さんごっこをするこ

と、場所、時間、持ち

物などを知らせる 

 

○招待する年少・年中

児にとっても、自分た

ちにとってもより楽

しいお店になるため

に、遊戯室にお店をど

う配置するかや出入

り口、お金のことなど

の必要なことをみん

なが納得するように

話し合って決めよう

とする。⑩ 

○招待する年少・年中

児が分かりやすいよ

う、楽しめるように、

言葉や話し方、商品

の並べ方などを考え

る。⑨ 

 

 

 

○年少・年中児がお店

屋さんを楽しみに来

てもらえるように、

知らせることや知ら

せ方を考える。⑨ 

◎よりみんなが嬉しいお店にしたいと、みん

なでお店全体のことを考えられるように、

ずっと大切にしてきたことを思い出させた

り、お店全体の名前をつけたり、各店がど

ういった場所にあるとよさそうか全体に問

いかけたりする。 

 

 

 

 

 

◎年少・年中児の友達に対するかかわり方、

行動の仕方、見やすい商品の並べ方などを

考えられるように、教師がお客になって買

い物をし、お客さんが買い物をしやすいよ

うに考えていることをほめたり、買い物の

仕方が分かりにくいことを伝えてどうすれ

ばお客さんが困らないか考えさせたり、お

客さんの立場でしてほしいことを伝えたり

する。 

◎年少・年中児の友達がお店屋さんを楽しみ

にして来てもらえるように、知らせておい

た方がいいことを考えさせたり、知らせ方

を考えさせたりする。 

◎考えたことを知らせに行く時には、必ず教



 

 

 

 

・お店に必要な物を遊戯

室に運んだり、商品を

並べたりする 

・商品の値段を決めた

り、お客さんに分かる

ような表示をしたり

する 

 

 

 

 

○自分達のお店を本物

らしくするために、

必要な道具や飾り、

看板、場作り、商品

の並べ方、値段の表

示の仕方などを考え

て準備する。⑬ 

師もついていき、必要なことを伝えている

様子を見守ったり、年少・年中児の子ども

が聞きたいことに、子どもが答えられるよ

うに話を整理したりする。 

◎自分達のお店を本物のお店屋さんらしくし

ようとするように、道具や飾り、看板、場

作り、商品の並べ方や値段の表示の仕方な

ど考えたり工夫したりしているところを受

け止めたり、他のお店屋さんをしている子

どもに見せたり、本物のお店屋さんのよう

な並べ方や見せ方を提案したりする。 

 

Ｅ【お店屋さんごっこをする】 

予想される 

子どもの活動 
ねらい ＊環境の構成 ◎教師の援助 

・年少・年中児を呼び込

む 

 

 

 

 

 

 

・お店に来てくれた年

少・年中児と話す 

 

 

 

 

 

・困っている年少・年中

児を助ける 

 

 

 

 

 

・いろいろな言葉を使っ

てお客さんを呼び込

む 

・お店屋さんになりき

り、会話をしながら商

品を売る 

 

 

 

 

 

 

 

○お店屋さんごっこを

やり遂げ、自分達の

お店にたくさんのお

客さんが来てくれた

ことに満足感を味わ

う。② 

 

 

○招待する年少・年中

児が、楽しんだり喜

んだりできるよう

に、自分がどうかか

わればいいか考えて

かかわろうとする。

⑨ 

○困っている友達の姿

を見たり、話を聞い

たりして、どうした

らいいのか一緒に考

えたり、教えてあげ

たり、手伝ってあげ

たりする。⑧ 

○お店屋さんになりき

り、お客さんが来て

くれるように、呼び

かけ方や話し方を考

えてお客さんとかか

わり、売ることを楽

しむ。⑫ 

○品物とお金を交換した

り、お釣りやレシートを

渡したりして、売り買い

をすることを楽しむ。⑯ 

 

 

＊それぞれのお店の様子やお客さんの様子が

見渡せるように、遊戯室で一斉にお店を開

く。 

◎お客さんがたくさん来てくれる満足感を味

わえるように、お客さんが来ていない時に

は、誘いに行くように促したり、一緒に呼

び込んだり、たくさんのお客さんが来てく

れたことを一緒に喜んだりする。 

◎お客さんに来てくれた年少・年中児の子ど

もとゆったりとかかわれるように、お客さ

んは時間差をつけて招待しておく。 

◎年少・年中児へのかかわり方を意識できる

ように、視線を合わせて話をしたり、優し

く誘ったり、教えてあげたりしている姿を

見せたり、褒めたりする。 

◎困っている年少・年中児の友達の話を聞い

てあげたり助けたりしようと思えるよう

に、困っている年少・年中児の友達がいる

ことを知らせたり、助けている姿をほめた

りする。 

 

 

◎お客さんが来てくれる呼びかけ方や話し方

を考えてかかわれるように、呼びかけに誘

われて年少・年中児が来たことを知らせて

一緒に喜んだり、お店屋さんが使っていた

言葉や話し方を思い出させたりする。 

 

 

＊お金を介して物のやり取りをする楽しさを

存分に感じられるように、全体としては分

かりやすく扱いやすいよう千円札の用意を

教師が中心になって行い、おつり用のお金

やレシートなどは各グループに任せる。 

 



・使ったものを元の場所

に片付けたり、まだ使

えるものを戻したり

する 

 

○道具や素材が傷んだ

り使えなくなったり

しないように丁寧に

扱おうとする。⑮ 

○まだ使えるかどうか

考え、使えるものを

取っておこうと大切

にする。⑱ 

◎たくさんある道具や素材を一つ一つ丁寧に

扱って片付けられるように、丁寧に扱う姿

を褒めたり教師の姿を見せたり、残ってい

るものを知らせたりする。 

◎物を大事に考え、まだ使える材料と、そう

でないものを分けて片付けられるように、

考えて仕分けている姿を褒めたり、仕分け

しやすいように籠やゴミ袋をみんなの使い

やすい場所に移動したりする。 

 


